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衆
議
院
議
員
梅
谷
守
君
提
出
消
費
税
の
使
途
等
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
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１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
梅
谷
守
君
提
出
消
費
税
の
使
途
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
の
１
及
び
２
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
消
費
税
の
「
社
会
保
障
目
的
税
化
」
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
百
八
号
）
第
一
条
第

二
項
に
お
い
て
、
「
消
費
税
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
地
方
交
付
税
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
一
号
）
に
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
る
ほ
か
、
毎
年
度
、
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
た
年
金
、
医
療
及
び
介
護
の
社
会
保
障
給
付
並
び
に
少
子
化
に
対
処

す
る
た
め
の
施
策
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
」
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
消
費
税
の
収
入
は
、
こ
れ
ら
の
経
費
に
充
て
ら
れ
て

い
る
。 

一
の
３
及
び
４
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
令
和
三
年
度
」
に
お
け
る
「
消
費
税
収
の
よ
り
詳
細
な
使
途
」
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
の
収
入
が
充
て
ら
れ

る
経
費
（
地
方
交
付
税
交
付
金
を
除
く
。
）
の
範
囲
が
、
令
和
三
年
度
一
般
会
計
予
算
の
予
算
総
則
に
お
い
て
明
示
さ
れ
て

い
る
が
、
お
尋
ね
の
「
全
て
消
費
税
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
て
い
る
項
目
」
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
の
収
入
が
施
策
ご
と
に
い

く
ら
充
て
ら
れ
る
か
は
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 
 

な
お
、
御
指
摘
の
「
四
項
目
」
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
令
和
三
年
度
の
社
会
保
障
の
充
実
・
安
定
化
等
に
つ
い



 

２ 

 

て
」
（
令
和
二
年
十
二
月
二
十
一
日
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
本
部
資
料
）
に
お
い
て
示
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

一
の
５
に
つ
い
て 

 
 

消
費
税
の
収
入
が
充
て
ら
れ
る
経
費
（
地
方
交
付
税
交
付
金
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
法
第
一
条
第
二
項
の
規

定
に
の
っ
と
り
、
一
般
会
計
予
算
の
予
算
総
則
に
お
い
て
、
そ
の
範
囲
を
具
体
的
に
明
示
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
御
指
摘

の
「
区
分
経
理
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
特
別
会
計
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
特

別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
一
条
の
二
に
規
定
す
る
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
そ
の
必
要
性

等
に
つ
い
て
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

二
の
１
か
ら
３
ま
で
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
平
成
二
十
四
年
度
か
ら
二
十
五
年
度
の
高
齢
者
三
経
費
（
年
金
、
医
療
、
介
護
）
、
平
成
二
十
六
年
度
以
降

の
社
会
保
障
四
経
費
」
及
び
「
社
会
保
障
給
付
費
」
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
の
収
入
の
ほ
か
、
消
費
税
以
外
の
税
収
、
税
外

収
入
、
特
例
公
債
の
公
債
金
収
入
等
が
充
て
ら
れ
て
い
る
が
、
充
て
ら
れ
た
収
入
は
区
分
し
て
経
理
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

た
め
、
そ
の
内
訳
に
係
る
お
尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

 
 

な
お
、
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
が
令
和
三
年
八
月
に
公
表
し
た
「
令
和
元
年
度
社
会
保
障
費
用
統
計
」
に
よ



 

３ 

 

れ
ば
、
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
が
成
立
し
た
平
成
二
十
四
年
度
以
降
の
各
年
度

の
社
会
保
障
給
付
費
の
財
源
の
①
合
計
、
そ
の
う
ち
②
社
会
保
険
料
、
③
公
費
負
担
、
④
資
産
収
入
、
⑤
そ
の
他
の
額
を
お

示
し
す
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

平
成
二
十
四
年
度 

①
百
二
十
七
兆
二
千
百
七
十
八
億
円 

②
六
十
一
兆
四
千
四
百
六
十
六
億
円 

③
四
十
二
兆
六
千
六

百
八
十
五
億
円 

④
十
五
兆
九
千
九
百
六
十
八
億
円 

⑤
七
兆
千
五
十
九
億
円 

 
 

平
成
二
十
五
年
度 

①
百
二
十
七
兆
四
千
六
百
七
十
八
億
円 

②
六
十
三
兆
十
億
円 

③
四
十
三
兆
四
千
二
百
八
十
九
億

円 

④
十
五
兆
八
千
四
十
五
億
円 
⑤
五
兆
二
千
三
百
三
十
四
億
円 

 
 

平
成
二
十
六
年
度 

①
百
三
十
七
兆
二
千
六
百
七
十
八
億
円 

②
六
十
五
兆
千
五
百
九
十
八
億
円 

③
四
十
五
兆
二
百
五

十
九
億
円 

④
二
十
一
兆
七
千
百
九
十
五
億
円 
⑤
五
兆
三
千
六
百
二
十
六
億
円 

 
 

平
成
二
十
七
年
度 

①
百
二
十
五
兆
三
千
五
百
七
十
七
億
円 

②
六
十
六
兆
九
千
三
百
二
十
二
億
円 

③
四
十
八
兆
二
千

五
百
五
十
二
億
円 

④
二
兆
五
百
七
十
一
億
円 

⑤
八
兆
千
百
三
十
二
億
円 

 
 

平
成
二
十
八
年
度 

①
百
三
十
六
兆
四
千
九
百
九
十
五
億
円 
②
六
十
八
兆
八
千
九
百
五
十
九
億
円 

③
四
十
九
兆
三
千

二
百
十
四
億
円 

④
十
兆
三
千
二
百
二
十
四
億
円 

⑤
七
兆
九
千
五
百
九
十
七
億
円 



 

４ 

 

 
 

平
成
二
十
九
年
度 

①
百
四
十
一
兆
二
千
八
百
九
億
円 

②
七
十
兆
八
千
十
三
億
円 

③
四
十
九
兆
八
千
八
百
七
十
二
億

円 
④
十
四
兆
千
百
二
十
六
億
円 

⑤
六
兆
四
千
七
百
九
十
九
億
円 

 
 

平
成
三
十
年
度 

①
百
三
十
二
兆
六
千
四
十
三
億
円 

②
七
十
二
兆
五
千
九
百
二
十
六
億
円 

③
五
十
兆
三
千
九
百
十
三

億
円 

④
四
兆
四
千
二
百
八
十
六
億
円 

⑤
五
兆
千
九
百
十
九
億
円 

 
 

令
和
元
年
度 

①
百
三
十
二
兆
三
千
七
百
四
十
六
億
円 

②
七
十
四
兆
八
十
二
億
円 

③
五
十
一
兆
九
千
百
三
十
七
億
円

④
一
兆
五
千
九
百
四
十
四
億
円 

⑤
四
兆
八
千
五
百
八
十
二
億
円 

二
の
４
に
つ
い
て 

 
 

社
会
保
障
四
経
費
（
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
た
年
金
、
医
療
及
び
介
護
の
社
会
保
障
給
付
並
び
に
少
子
化
に
対
処
す
る
た

め
の
施
策
に
要
す
る
費
用
）
に
限
ら
ず
、
財
政
全
体
と
し
て
、
公
債
は
国
の
借
金
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
将
来
世

代
へ
負
担
を
先
送
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
財
政
規
律
の
観
点
か
ら
公
債
発
行
額
を
抑
制
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。 


